
卍

葉山まちづくり協会

第
28
回
は
や
ま
環
境
フ
ェ
ス
タ

み
ん
な
で
歌
お
う

　
　
　
ア
ミ
ス
タ
（
友
情
）
会

「
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る
山･

川･

海
」

  

　
〜 

は
か
っ
て
み
よ
う
身
近
な
自
然 

〜

下
山
川
の
清
掃

木
古
庭
文
化
祭

上
山
口
文
化
祭

　

平
成
13
年
に
発
売
以
来
、
多
く
の
山
歩

き
フ
ァ
ン
の
支
持
を
得
て
い
る
「
葉
山
・

山さ
ん
が
く
か
い

楽
会
」
発
行
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
葉
山
の
山

歩
き
コ
ー
ス
」
に
、
新
し
い
コ
ー
ス
を
単
独
で

紹
介
す
る
マ
ッ
プ
が
加
わ
っ
た
。
地
図
・
コ
ー

ス
説
明
を
あ
わ
せ
て
一
部
50
円
で
販
売
す
る
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
南
郷
上
ノ
山
公
園
か
ら
森

戸
川
分
岐
点
を
通
っ
て
沼
間
方
面
へ
抜
け
る
北

尾
根
縦
走
コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
る「
馬
頭
観
音
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
鷹
取
山
を
通
っ
て
神
武
寺

へ
行
く
約
２
時
間
40
分
の
ル
ー
ト
だ
。 

　

ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
馬
頭
観
音
は
標
高
約

１
６
７
メ
ー
ト
ル
の
二
子
山
山
系
の
中
で
も
や

や
高
い
場
所
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
下

り
な
が
ら
沼
間
の
バ
ス
通
り
に
出
て
、
住
宅
地

　

生
命
の
源
で
あ
る
「
水
」
に
注
目
し
、
山
・

川･

海
の
連
続
性
や
町
内
で
活
動
し
て
い
る

水
に
関
す
る
ブ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
バ
ザ
ー
や

飲
食
店
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

    

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
な
つ
か
し
の
名
曲
な
ど
を

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
。

木
古
庭
会
館
前
集
合

※
中
止
の
場
合
28
日
が
予
備
日

10
月
14
日
（
日
）
11
時
〜
16
時　

 

は
や
ま
環
境
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

０
９
０
・
２
１
８
９
・
７
７
１
９
（
中
山
）

日集

場 日展

場問
10
月
14
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

５
０
０
円

60
才
か
ら
の
音
楽
教
室

０
４
６
・
８
７
５
・
０
０
２
９
（
高
梨
）

日場費問 日

売日場展売

を
通
り
抜
け
、
緩
や
か
に
上
り
な
が
ら
ふ
た
た

び
山
道
へ
入
る
。 

や
が
て
着
く
鷹
取
山
公
園

に
は
展
望
台
が
あ
り
、
千
葉
方
面
や
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
ま
で
も
見
渡
せ
る
。
こ
こ
は
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
て
石
切
り
場
だ
っ
た
た
め
垂
直
に
切

り
立
っ
た
岩
壁
が
い
く
つ
も
あ
り
、
ロ
ッ
ク
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
す
る
人
も
多
く
や
っ
て
来
る
。

　

少
し
進
む
と
「
親お
や
し
ら
ず
　
こ
し
ら
ず

不
知
・
子
不
知
」
と
呼
ば

れ
る
崖
が
あ
り
、
鎖
を
つ
た
っ
て
進
む
の
で

ち
ょ
っ
と
し
た
ス
リ
ル
を
味
わ
え
る
。

　

や
が
て
高
台
の
神
武
寺
に
着
く
。
静せ
い
ひ
つ謐
な
森

の
中
に
本
宮
の
薬
師
堂
が
見
え
る
。
こ
こ
の
鐘

楼
は
逗
子
八
景
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
鐘

楼
の
右
下
に
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
来
迎

院
が
あ
り
、
そ
の
先
を
左
に
進
む
と
表
参
道
で

東
逗
子
駅
に
着
く
。
右
は
神
武
寺
駅
に
つ
な
が

る
裏
参
道
で
、
苔
む
し
た
山
道
を
小
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
下
る
心
地
よ
い

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。

葉
山
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
、
ふ
る
さ
と
絵

屏
風
か
る
た
、
郷
土
史
、
古
文
書
、
児

童
絵
画
、
油
絵
、
写
真
、
生
け
花
、
手

工
芸
品
、
折
り
紙
、
盆
栽
な
ど

ふ
る
さ
と
絵
屏
風
か
る
た
、「
郷
土
誌 

葉
山
」、
和
菓
子
、
農
産
加
工
品
、
竹

細
工
品
、
炭
焼
き
品
、 

地
場
産
と
れ
た

て
野
菜
の
展
示
及
び
販
売

11
月
24
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

11
月
25
日
（
日
）
10
時
〜
14
時　

上
山
口
会
館

11
月
17
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

11
月
18
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

木
古
庭
会
館

葉
山
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
、
ふ
る
さ
と
絵

屏
風
か
る
た
、
児
童
館
生
徒
の
作
品
、

油
絵
、
手
工
芸
品
、
盆
栽
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど

ふ
る
さ
と
絵
屏
風
か
る
た
、
コ
ー
ヒ
ー
、

地
場
産
と
れ
た
て
野
菜
即
売
、
農
産
加

工
品
、  

消
防
団
に
よ
る
焼
き
鳥
な
ど

 

※
野の
だ
て点
処
に
て
休
憩
で
き
ま
す

食べる、遊ぶ、学ぶ、何をしてもココロとカラダが喜ぶ秋 4

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館　

大
会
議
室

10
月
21
日
（
日
） 

９
時

催
木
古
庭
町
内
会

葉
山
メ
ダ
カ
の
会

葉
山
町
役
場
前
明
鏡
止
水
周
辺
及
び

花
の
木
公
園

森戸神社

光徳寺

森戸神社

森戸海岸

亀井戸橋

小浜海岸

森

戸

海

岸

みそぎ橋清浄寺

諏訪神社

飛柏杉 (ひびゃくしん)

日影茶屋

須賀神社

葉山マリーナ

“ひげじい”こと、石原忠
まこと

さんスケッチによる季節感あふれる彩色絵葉書。

堀内の海岸に沿って、絵葉書入りの地図を片手に社寺を中心に13ヵ所を巡ります。

集　合：9 時 20 分　 鐙摺バス停集合
服　装：動きやすい服装、帽子、履きなれた靴
解　散：葉山まちづくり館（葉山町立図書館2階）
持ち物：弁当、飲み物、レジャーシート
※お弁当は途中で購入できませんので、必ずご持参ください。
参加者：中学生以上   先着20名
参加費：1人300円（保険・資料代含む）
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厳
し
い
暑
さ
が
残
る
８
月
25
日
・
26
日
、
今

年
も
森
山
神
社
例
大
祭
の
神
輿
渡と

ぎ
ょ御

を
先
導
す

る
木
遣
り
の
力
強
い
歌
声
が
、
一
色
の
街
に
響

い
た
。
神
輿
渡
御
は
、
街
を
練
り
歩
き
こ
の
一

年
人
々
が
安あ
ん
ね
い寧

に
暮
ら
せ
た
こ

と
を
報し
ら

せ
、
幸

福
を
祈
願
す
る

神
事
。
木
遣
り

は
祝
い
の
木
遣

り
唄
で
後
に
続

く
御
神
輿
、
お

囃
子
を
先
導
す

る
。

　

森
山
神
社
例

大
祭
で
そ
の
大

事
な
役
を
務
め

る
の
は
「
相
州

葉
山
一
色
木
遣

保
存
会
」。
平

成
８
年
の
行ゆ
き
あ
い合

祭
で
誕
生
し
て

か
ら
20
年
以
上

まちが残すべき文化があります 葉山まちづくり協会3

木
遣
り
を
奉
納
し
、
今
で
は
お
祭
り
に
欠
か
せ

な
い
伝
統
行
事
に
な
っ
て
い
る
。
渡
御
は
木
遣

り
の
祝
い
唄
「
手て

こ古
」
で
始
ま
る
。
第
一
声

「
遣や

り
声
」
が
上
が
る
と
そ
れ
ま
で
周
囲
に
た

だ
よ
っ
て
い
た
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
が
一
気
に

引
き
締
ま
る
。
唄
声
は
、
後
に
続
く
軽
快
な
お

囃
子
の
音
色
や
威
勢
の
よ
い
御
神
輿
の
掛
け
声

と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
時
に
低
く
太
く
、
時

に
高
ら
か
に
、

周
囲
に
厳
か
に

響
き
渡
る
。

　

御
神
輿
を
神

社
に
納
め
る
宮

入
り
を
見
届
け

た
後
に
奉
納
す

る
祝
い
唄
「
鹿

島
」
の
、
繁
栄

を
喜
び
祝
う
唱
声
は
、
夕
暮
れ
の
あ
と
の
深
い

群ぐ
ん
じ
ょ
う青
色
に
染
ま
っ
た
境
内
に
神
々
し
く
響
き
、

祭
り
の
締
め
を
告
げ
る
。
一
瞬
の
静
寂
の
あ
と

集
ま
っ
た
人
々
か
ら
は
自
然
に
拍
手
が
あ
が

り
、
思
わ
ず
心
が
震
え
る
。

　
「
相
州
葉
山
一
色
木
遣
保

存
会
」
に
よ
っ
て
葉
山
に

根
付
い
た
新
し
い
伝
統
「
木

遣
り
」
を
、
守
り
受
け
継

ご
う
と
す
る
人
が
増
え
て

い
る
。
伝
統
文
化
に
触
れ
、

育
て
残
そ
う
と
す
る
風
潮

が
流
れ
て
い
る
こ
と
は
、

葉
山
町
の
宝
で
あ
り
大
き

な
誇
り
だ
。

　
　

　

葉
山
中
学
校
の
理
科
室
。

廊
下
に
な
ら
ぶ
水
槽
と
ゲ
ー

ジ
。
こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の

種
類
の
生
き
も
の
た
ち
が
い
る
。
カ
メ
に
熱
帯

魚
、
メ
ダ
カ
に
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
。
フ
ク
ロ

モ
モ
ン
ガ
に
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
。
理
科
の
横
地
先
生

が
少
し
ず
つ
理
科
室
に
連
れ
て
き
た
。

　

最
近
、
仲
間
に
な
っ
た
の
は
ハ
コ
フ
グ
。
横

須
賀
・
荒
崎
の
海
か
ら
や
っ
て
き
た
。
泳
ぐ
姿

を
見
て
い
る
と
愛
ら
し
く
て
い
つ
ま
で
も
飽
き

な
い
。
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
は
ゴ
ミ
捨
て
場
に

水
槽
ご
と
捨
て
て
あ
っ
た
の
を
引
き
取
っ
た
。

そ
の
後
、
科
学
部
が
大
事
に
育
成
し
て
、
新
た

な
命
も
誕
生
し
た
。
新
た
に
増
え
た
仲
間
に
は

メ
ダ
カ
も
い
る
。
こ
の
メ
ダ
カ
は
葉
山
町
内
で

活
動
し
て
い
る
「
葉
山
メ
ダ
カ
の
会
」
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
。

　

科
学
部
の
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
ほ
か
に
も
カ

ラ
フ
ル
な
熱
帯
魚
同
士
の
子
ど
も
が
ど
う
い
う

カ
ラ
ー
に
な
る
の

か
観
察
中
。

　

一
見
、
こ
の
動

物
は
何
科
に
属
す

る
の
だ
ろ
う
と
考

え
て
し
ま
う
よ
う

な
も
の
ば
か
り
。

例
え
ば
フ
ク
ロ
モ

モ
ン
ガ
は
カ
ン

ガ
ル
ー
や
コ
ア

ラ
と
同
じ
有
袋

類
。
ハ
リ
ネ
ズ

ミ
は
ネ
ズ
ミ
で

は
な
く
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
科
。
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー

は
両
生
類
だ
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
姿
を
変

え
な
い
ま
ま
成
長
す
る
貴
重
な
生
き
も
の
だ
。

　

葉
山
中
学
校
に
や
っ
て
き
た
仲
間
に
は
、
捨

て
ら
れ
た
り
、
育
て
ら
れ

な
く
な
っ
た
人
か
ら
譲
り

受
け
た
生
き
も
の
も
い

る
。
学
校
に
や
っ
て
き
た

理
由
も
ま
た
、
生
き
も
の

の
命
に
つ
い
て
生
徒
た
ち

が
感
じ
る
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
種
類
の
生
き
も
の
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
は
あ
ま
り
な
い
だ
ろ

う
。
理
科
室
で
長
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
く
生

徒
た
ち
も
い
る
そ
う
だ
。

　

横
地
先
生
は
、
生
徒
た
ち
が
自
然
に
興
味
・

関
心
を
持
ち
、
観
察
や
世
話
を
す
る
こ
と
を
と

お
し
て
、
お
の
ず
と
命
の
尊
さ
や
さ
ま
ざ
ま
な

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て

く
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
葉
山
中
学
校
の
生
き

も
の
た
ち
は
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

赤い目をしたハリネズミ

フクロモモンガのシンジロウ

ハコフグ

学校で誕生した
ウーパールーパー

アカハライモリ

遣り声をあげる伊藤会長（中央）

高らかに響く唄声

非常時にスリッパ＆器をつくる

る
。
近
年
は
地
区
防
災

計
画
の
作
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

な
か
で
も
今
年
か
ら

は
じ
め
た
「
防
災
出
前

講
座
」
は
、
防
災
士
な

ら
で
は
の
知
識
が
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
取

り
組
み
だ
。
災
害
の
備
え
と
し
て
何
を
優
先
さ

せ
る
べ
き
か
、
有
事
に
ど
ん
な
行
動
が
命
を
守

る
か
、
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
生
き
る
か
を
具
体

的
に
教
え
て
く
れ
る
。

「
避
難
訓
練
も
大
事
だ
け
れ
ど
、
起
こ
り
得
る

事
態
一
つ
一
つ
を
想
定
し
た
訓
練
も
必
要
。
こ

う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
実
際
役
立
つ
〝
生
き

た
〞
防
災
知
識
を
少
し
で
も
広
め
ら
れ
た
ら
」

と
は
支
部
長
の

鈴
木
良
久
さ
ん
。

　

そ
の
原
動
力

は
「
身
近
な
人
の

役
に
立
ち
た
い
」

と
い
う
思
い
だ

そ
う
。
そ
ん
な

思
い
を
つ
な
げ
、

広
げ
て
い
く
の

も
こ
の
会
の
大

き
な
意
義
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

今
年
４
月
『
郷
土
誌
葉
山
12
号
〜
葉
山
町
の

歴
史
と
く
ら
し 

拾
遺
そ
の
２
』
を
発
行
し
ま

し
た
。
平
成
16
年
に
創
刊
号
を
上じ
ょ
う
し梓
し
て
以

来
、町
制
施
行
90
周
年
記
念『
葉

山
町
の
歴
史
と
く
ら
し
』
の
編

さ
ん
に
携
わ
っ
た
２
年
間
を
除

き
、
毎
年
１
冊
の
発
行
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

90
年
史
を
編
さ
ん
中
の
４
年

前
、
役
場
の
地
下
に
保
管
さ
れ

て
い
る
古
文
書
の
箱
を
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
立
公
文
書
館
が
以

前
調
査
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
『
神
奈
川
県

古
文
書
資
料
所
在
目
録
第
25
集
』（
公
文
書
館

の
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
可
能
）
は
、
箱
の
内
容
と

リ
ス
ト
と
の
違
い
が
散
見
さ
れ
整
理
が
必
要
な

状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
調
査
整
理
の
委
託
を
受

け
、
リ
ス
ト
の
不
備
を
修
正
す
る
作
業
を
２
年

間
行
い
、
町
と
県
立
公
文
書
館
に
修
正
リ
ス
ト

を
納
入
。
今
年
に
な
っ
て
未
調
査
の
箱
が
７
箱

見
つ
か
り
、
調
査
を
進
め
て
い
る
最
中
で
す
。

　

明
治
初
年
か
ら
三
浦
郡
の
行
政
組
織
は
め
ま

ぐ
る
し
く
再
編
を
重
ね
ま
す
。
明
治
22
年
に
今

の
大
字
６
村
が
合
併
し
て
葉
山
村
と
な
る
の
で

す
が
、
大
区
小
区
制
時
代
や
連
合
戸
長
役
場
時

代
の
史
料
も
あ
り
ま
し
た
。

　

12
号
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
会

員
が
執
筆
し
た
も
の
な
ど
新
た
な
知
見

満
載
で
す
。
初
期
の
徴
兵
制
度
で
は
９
割

強
が
免
役
に
な
っ
て
い
た
事
実
、
米
沢
牛

を
世
に
広
め
た
ダ
ラ
ス
一
家
が
、
明
治

12
年
に
横
浜
居
留
地
か
ら
葉
山

に
遊
び
に
来
た
と
き
の
止
し
し
ゅ
く
と
ど
け

宿
届

と
交
通
手
段
を
追
跡
し
た
記
録
、

仙
元
山
山
頂
石
碑
の
「
肝き
も
い
り煎
」

と
い
う
刻
字
に
、名
主
を
「
肝
煎
」

と
呼
ん
だ
会
津
藩
の
堀
内
村
領

有
時
代
の
名
残
を
見
つ
け
た
話
。

現
在
は
暗
渠
化
も
進
ん
で
い
る

下
山
川
の
支
流
を
大
正
15
年
の
資
料
か

ら
蘇
え
ら
せ
た
原
稿
な
ど
。

　

グ
ラ
ビ
ア
に

は
寛
政
５
年
に

松
平
定
信
老
中

の
巡
視
に
同
行

し
た
谷た
に
ぶ
ん
ち
ょ
う

文
晁
の

「
公こ
う
よ
た
ん
し
ょ
う

余
探
勝
図
巻
」

か
ら
葉
山
沿
岸
を

描
い
た
絵
を
載
せ

て
い
ま
す
。

　

母
体
の
「
日
本
防
災
士
会
」
は
「
減
災
と

社
会
の
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動
が
期
待

さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
た
め
に
十
分
な
意
識
・

知
識
・
技
能
を
有
す
る
者
」
と
認
め
ら
れ
た

「
防
災
士
」
の
有
資
格
者
で
構
成
さ
れ
る
会

で
、
防
災
啓
発
活
動
や
被
災
地
支
援
な
ど
災

害
に
対
す
る
取
り
組
み
を
全
国
で
行
っ
て
い

る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
、
防
災
知
識
を

有
す
る
人
が
十
分
い
れ
ば
、
多
く

の
命
が
救
え
た
は
ず
だ
、
と
の
教

訓
か
ら
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。

葉
山
町
支
部
は
平
成
22
年
に
設

立
。
各
地
の
支
部
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
が
り
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
情
報
交

換
を
主
と
し
た
定
例
会
を
毎
月
行
う

ほ
か
、
防
災
に
関
わ
る
研
修
で
講
師

を
努
め
た
り
、
各
地
区
の
避
難
訓
練

へ
参
加
し
た
り
…
…
。
活
発
な
活
動

ぶ
り
に
支
部
員
の
熱
意
が
う
か
が
え

最
新
号
に
は
、
町
所
蔵
古
文
書
整
理
の
成
果
が
満
載
！

   〝
生
き
た
〞
防
災
知
識
を
根
づ
か
せ
た
い

　
町
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
町
所
蔵
古
文
書
の
整
理

を
進
め
る
葉
山
郷
土
史
研
究
会
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
新
た
な
発
見
が
、
最
新
号
『
郷
土
誌
葉
山
』
12
号

の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
資
料
整
理
の
進
捗

状
況
と
12
号
の
見
ど
こ
ろ
を
副
会
長
の
鈴
木
雅
子
さ

ん
に
聞
い
た
。

　
異
常
気
象
の
影
響
な
ど
で
、
予
想
を
超
え
た

災
害
が
多
発
す
る
昨
今
、
地
域
に
お
け
る
防
災

の
取
り
組
み
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
今
、
大
事
な
の
は
、
自
分
た
ち
の
身

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
と
体
制
づ
く

り
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
中
、
町
民
に
と
っ
て
心
強

い
団
体
が
、
葉
山
ま
ち
づ
く
り
協
会
に
新
加
入

し
た
。

有事に最も生きるのは、隣近所との顔の見えるつきあい 葉山まちづくり協会2
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支部員は 14人。まだまだ足りない
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新聞をコップ型
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